
セイヨウオオマルハナバチ （Bombus terrestris）に係る情報及び評価（案） 
 

１．評価ランク  

 

２．原産地：  ヨーロッパ。日本はオランダ、ベルギー、ノルウェー等から、コロニー（女王を中心と

する家族）単位で輸入される。 

 

３．定着実績  

・ 1991 年に静岡農業試験場で試験導入されたのち、輸入が本格化した。 

・ 1996 年春に、静岡・北海道で本種の女王による野外越冬がはじめて確認され、北海道では、自

然巣も発見された。 

・ 現在までに、25 都道府県で本種が目撃されており、周囲にトマト温室等のない場所でも本種が目

撃されている。北海道・道央におけるモニタリングでは確実な定着・増加が報告されている。 

 

４．評価の理由 

・ 在来マルハナバチとの餌や営巣場所をめぐる競合や、それに伴う野生植物の健全な繁殖阻害な

どにより、生態系に被害を及ぼすおそれが指摘されている。また、雑種形成による遺伝子汚染や

寄生性ダニ類の在来種への伝播が懸念される。  

・ 年間約７万コロニーが輸入されており、野外での目撃例がある。 

 

５．被害等の実態 

（１）生物多様性への被害 

 北海道での調査研究では、類似した営巣場所要求性をもつと言われており、在来のマル

ハナバチ全般と競争が懸念されている。マルハナバチ類は、しばしば巣の乗っ取りを行う

が、本種も実験室において、在来種の女王を刺殺して乗っ取りを行った例が報告されて

いる。 

 在来マルハナバチでも盗蜜行動は見られるが、セイヨウオオマルハナバチは短舌であり、

盗蜜を頻繁に行うために、野生植物の種子生産を阻害すると言われている。また、長舌

の在来マルハナバチに対し、餌資源量の低下による間接的な影響が指摘されている。 

 在来のマルハナバチ類は、生育場所の喪失や分断化、および農薬の使用等により、低

地ではかなり衰退していると予測され、サクラソウ等の野生植物の種子生産に影響をも

たらしていると言われており、本種がさらに在来マルハナバチ類を圧迫することにより、

野生植物の健全な繁殖を損なう恐れが指摘されている。 

 道央でエゾマルハナバチと本種との置換を示唆する事例が報告されている。イスラエル

では、本種が侵入した地域において花蜜資源の独占により、ハナバチ相全般が著しく衰

退した例が報告されている。 
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 実験室において在来種のオオマルハナバチ、エゾオオマルハナバチやクロマルハナバ

チに対する交尾行動を示していることが報告されている。 

 輸入されたセイヨウの約20％に内部寄生性のマルハナバチポリプダニが報告されている

ことから、在来のマルハナバチに疾患を生じさせることが懸念される。 

 

６．被害をもたらしている要因 

（１）生物学的要因 

 マルハナバチの中でも、花資源をめぐる競争や営巣場所をめぐる競争、高い増殖能力等

大きな競争力をもつと言われている。 

 タスマニアでは、侵入以来約 30km/年の速さで拡大している等、高い分散能力を持つこ

とが報告されている。 

 短舌で盗蜜を頻繁に行うため、花筒が長く、長舌の在来のマルハナバチにより受粉され

ている野生植物は、特に影響を受けやすいと考えられる。 

 輸入されたセイヨウオオマルハナバチのコロニーから多くの細菌、ウイルス、微胞子虫

（原生動物）の検出報告があり、在来のマルハナバチに感染し在来種の衰退をもたらす

ことが懸念されている。また、ニュージーランドへの線虫や微胞子虫の移入が確認されて

いる例も報告されている。 

 

（２） 社会的要因 

 現在、トマトの施設栽培においては、栽培面積の約３割で本種が利用されており、年間

約 7万コロニーが輸入されている。その他、なす、いちご等で利用されている。 

 小規模だが屋外における桜桃・リンゴ・ナシ･ウメ等の果樹の受粉にも利用されている。 

 

７．特徴ならびに近縁種、類似種などについて 

 胸部・腹部のそれぞれが鮮やかな黄色と黒色の縞模様で、腹部の末端は白色を呈する。

この斑紋は、女王・働きバチ・雄バチでほとんど差がない。 

 日本在来のマルハナバチ属は 16種 6亜種が分布する。このうち、セイヨウオオマルハナ

バチに類似する白色部を持つ種に、道東にのみ生息するノサップマルハナバチが知られ

同定に注意が必要。 

 

８．その他の関連情報 

 本種は 1987 年にベルギーにおいて周年飼育法が確立されて以来、農作物の花粉媒介

用にニュージーランド、ブラジル、韓国、南アフリカなど世界中で利用されている。 

 カナダ、アメリカ合衆国では、輸入禁止措置が取られている。 

 農家の自己負担によるネットの義務化、使用済みの巣箱を処分し、農協で回収する仕組

みなどが整えられている事例がある。 
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 本種の導入により、トマトを中心とした施設栽培において労力の軽減、ホルモン剤の代替

等に大きな役割を果たしている。 

 在来マルハナバチの増殖技術も確立しており、商品化も行われている。 
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